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○ 総 務 省 令 第    号  

 電 波 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 三 十 一 号 ） 第 三 十 七 条 の 規 定 に 基 づ き 、 無 線 機 器 型 式 検 定 規 則 の 一

部 を 改 正 す る 省 令 を 次 の よ う に 定 め る 。  

  平 成   年   月   日  

総 務 大 臣  石 田  真 敏    

無 線 機 器 型 式 検 定 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令  

無 線 機 器 型 式 検 定 規 則 （ 昭 和 三 十 六 年 郵 政 省 令 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 下 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改

正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 下 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応

し て 掲 げ る 標 記 部 分 に 二 重 下 線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対

象 規 定 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 と し て 移 動 し 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に 対

応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 削 る 。
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改   正   後  改   正   前  

  

別表第一号 機器の構造及び性能の条件（第２条関係） 別表第一号 機器の構造及び性能の条件（第２条関係） 

 機種 条件   機種 条件  

 ［略］ ［略］   ［同左］ ［同左］  

 船舶に設置する無線

航行のためのレー

ダー 

１ Ｐ０Ｎ電波2.9GHzから3.1GHzまで若しくは9.3GHzから9.5GHz

までを使用するもの又はＰ０Ｎ、Ｑ０Ｎ電波及びＶ０Ｎ電波

2.9GHz から 3.1GHz まで若しくは 9.3GHz から 9.5GHz までを使用

するものであること。 

  船舶に設置する無線

航行のためのレー

ダー 

１ Ｐ０Ｎ電波2.92GHzから3.1GHzまで、5.46GHzから5.65GHzまで 

若しくは9.32GHzから9.5GHzまでを使用するもの又はＰ０Ｎ、Ｑ０

Ｎ及びＶ０Ｎ電波2.92GHzから3.1GHzまでを使用するものであるこ

と。 

 

  ２ 設備規則第37条の28の規定に適合するものであること。    ２ 設備規則第 37 条の 28 の規定に適合するものであること。  

  ３ 設備規則第48条第１項２号及び第６号イ並びに第２項第１号か

ら第５号まで、第６号ハ(2)、第８号から第12号まで及び第14号

の条件に適合するものであること。 

   ３ 設備規則第 48 条第１項３号及び第７号イ並びに第２項第１号か

ら第４号まで、第５号ハ(2)、第７号から第 11 号まで及び第 13 号

の条件に適合するものであること。 

 

  ４ 設備規則第48条第２項第13号に掲げる装置を備え付ける場合

は、当該装置と連動して方位、位置、船舶認識等を得ることがで

きること。 

   ４ 設備規則第 48 条第２項第 12 号に掲げる装置を備え付ける場合

は、当該装置と連動して方位、位置、船舶認識等を得ることがで

きること。 

 

  ５ １から４までの条件のほか、総務大臣が別に告示する条件に適

合すること。 

   ５ １から４までの条件のほか、総務大臣が別に告示する条件に適

合すること。 

 

 ［注 略］  ［注 同左］ 

別表第二号 機器（航空機に施設する無線設備の機器を除く。）の機械的及び電気的条件（第２

条関係） 

別表第二号 機器（航空機に施設する無線設備の機器を除く。）の機械的及び電気的条件（第２

条関係） 

 機種 試験方法 条件   機種 試験方法 条件  

 ［略］ ［略］ ［略］ ［略］   ［同左］ ［同左］ ［同左］ ［同左］  

 船舶に設

置する無

線航行の

た め の

レーダー 

１ 振動 ＪＩＳ F0812

の「8.7 振動試

験」によること

。 

１ 機械的に支障なく動作し、かつ、破

損、発火、発煙等の異状を呈しないこ

と。 

２ 始動してから４分経過したとき以後

において、次の電気的条件を満たすこ

と。 

⑴ 周波数及び指定周波数帯は、設備

規則別表第１号注29の条件に適合す

ること。 

  船舶に設

置する無

線航行の

た め の

レーダー 

１ 振動 ＪＩＳ F0812

の「8.7 振動試

験」によること

。 

１ 機械的に支障なく動作し、かつ、破

損、発火、発煙等の異状を呈しないこ

と。 

２ 始動してから４分経過したとき以後

において、次の電気的条件を満たすこ

と。 

⑴ 指定周波数帯の幅は、次表の左欄

に掲げる使用周波数の区別に従い、

同表の右欄に掲げる値の範囲内にあ

ること。 

 

 ２ 注水 ＪＩＳ F0812

の「8.8 注水試

験」によること

。 

  ２ 注水 ＪＩＳ F0812

の「8.8 注水試

験」によること

。 
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  ３ 連続動作 デジタル選択呼

出装置の機器の

２に同じ。 

 ［削る］      ３ 連続動作 デジタル選択呼

出装置の機器の

２に同じ。 

 使用周波数 指 定 周 波

数帯の幅 

  

  ４ 温度 ＪＩＳ F0812

の「8.2 高温試

験」及び「8.4 

低温試験」によ

ること。 

       ４ 温度 ＪＩＳ F0812

の「8.2 高温試

験」及び「8.4 

低温試験」によ

ること。 

 2.92GHzから3.1GHzま

で 

100MHz   

          5.46GHzから 5.65GHz

まで 

120MHz   

          9.32GHzから9.5GHzま

で 

110MHz   

              

  ５ 湿度 ＪＩＳ F0812

の「8.3 高温高

湿試験」による

こと。 

⑵ スプリアス発射又は不要発射の強

度は、設備規則別表第３号の条件に

適合すること。ただし、本測定は、

常温常湿のみの測定で可とする。 

⑶ 空中線電力の偏差は、設備規則第

14条の条件に適合すること。 

⑷ 探知性能は、設備規則第48条第２

項第６号イ、ロ又はハ⑴の条件に適

合すること。 

⑸ 分解能は、設備規則第48条第２項

第７号の条件に適合すること。 

⑹ ⑴から⑸までの条件のほか、総務

大臣が別に告示する条件に適合する

こと。 

   ５ 湿度 ＪＩＳ F0812

の「8.3 高温高

湿試験」による

こと。 

⑵ スプリアス発射又は不要発射の強

度は、設備規則別表第３号の条件に

適合すること。 

 

⑶ 空中線電力の偏差は、設備規則第

14 条の条件に適合すること。 

⑷ 探知性能は、設備規則第48条第２

項第５号イ、ロ又はハ⑴の条件に適

合すること。 

⑸ 分解能は、設備規則第48条第２項

第６号の条件に適合すること。 

⑹ ⑴から⑸までの条件のほか、総務

大臣が別に告示する条件に適合する

こと。 

 

  ６ その他 １から５までの

試験方法のほ

か、別に告示す

る試験方法によ

り試験を行うこ

と。 

   ６ その他 １から５までの

試験方法のほ

か、別に告示す

る試験方法によ

り試験を行うこ

と。 

 

 ［注 略］  ［注 同左］ 

［別表第三号～別表第七号 略］ ［別表第三号～別表第七号 同左］ 

別表第八号 機器の型式に関する記号（第８条関係） 別表第八号 機器の型式に関する記号（第８条関係） 

 区分 内容 記号    内容 記号  

 ［略］ ［略］ ［略］    ［同左］ ［同左］  

 ６ 周波数 ［略］ ［略］ ［略］   ６ 周波数 ［同左］ ［同左］ ［同左］  

 船舶に設置する無線航行

のためのレーダー 

2.9GHzから3.1GHzまでの周波

数の電波を使用するもの 

３   船舶に設置する無線航行

のためのレーダー 

2.92GHzから3.1GHzまでの周波

数の電波を使用するもの 

３  

     5.46GHzから5.65GHzまでの周

波数の電波を使用するもの 

５  
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 9.3GHzから9.5GHzまでの周波

数の電波を使用するもの 

９   9.32GHzから9.5GHzまでの周波

数の電波を使用するもの 

９  

 ［略］ ［略］     ［同左］ ［同左］ ［同左］ ［同左］  

 ［注 略］ 

［別表第九号 略］ 

 ［注 同左］ 

［別表第九号 同左］ 

  

備 考  表 中 ［  ］ の 記 載 及 び 対 象 規 定 の 二 重 傍 線 を 付 し た 標 記 部 分 を 除 く 全 体 に 付 し た 傍 線 は 注 記 で あ る 。  


